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＝地区分会の仲間から  便りです＝  
丸家さんが車椅子の見習いを終えて、昨日より泊まり勤務の本

務に入ってます。 

今朝、明番で帰りましたが、元気に車椅子の仕事をこなしてい

ます。見かけたら一言激励をお願いします。 

たぶん、丸家さんの方から逆に激励されると思いますが・・・ 
 
組 合 員 の み な さ ん 
 丸家さんの様子を１６日に、地区分会の仲間が知らせてくれま

した。ありがたいことです。 

 会社がこの情報を見たら多分、しばらくは監視状態がつづくこ

とも予想されますが、気にしながら？ 激励をしましょう。 

私たちも丸家さんや地区分会の仲間に負けないように、職場か

らしっかり もの を言いつづけましょう。特に、安全の確立は乗

務員にとって最も大切な任務で、乗務員がその安全確保の先頭に

いることをハッキリさせて、もの を言いつづけましょう。 

そして、特徴的に高塩助役にみられる、人権無視がまかり通る

職場を変えるためにも取り組みを強めていきましょう。 
 
組合員のみなさん 国労・ユニオン組合員のみなさん 
 安全を確立し働きやすい職場にするのは、私たち一人ひとりが

職場で 乗務中に そして出先で 気付いたり 変だと思うこと を口

に出すことから始まります。とても勇気がいるように思いがちで

すが、躊躇していると取り返しがつかなくなってしまいます。 

 高塩助役に象徴される人権無視や、安全を脅かす「再教育」が

当たり前の職場になってしまいます。止めるのは、私たちです。  
一人ひとりが 自信を持って 大きな声を出しましょう 


